
規

則 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。 

平
成
二
十
八
年
三
月
二
十
九
日 

埼
玉
県
知
事 

上 

田 

清 

司 

埼
玉
県
規
則
第
三
十
八
号 

 
 

 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

埼
玉
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
埼
玉
県
規
則
第
三
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
十
八
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。 

 

九 

太
陽
光
発
電
施
設 

同
一
敷
地
内
の
地
上
部
分
の
水
平
投
影
面
積
の
和
千
平
方
メ
ー
ト
ル 

 

別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
表
第
二
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中
「
既
存
の
建
築
物
の
改
築
等
」

を
「
既
存
建
築
物
の
改
築
等
」
に
改
め
、
同
表
中
第
十
三
項
を
第
十
四
項
と
し
、
第
十
二
項
を
第

十
三
項
と
し
、
第
十
一
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

                     

                      

太
陽
光
発
電
施

設
の
新
築
、
改

築
又
は
増
築
で

あ
つ
て
、
土
地

に
定
着
さ
せ
る

も
の

 

⑴
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
の
色
彩
及
び
形
態
が
そ
の
周
辺
の
風
致
又

は
景
観
と
著
し
く
不
調
和
で
な
い
こ
と
。

 

⑵
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
の
撤
去
に
関
す
る
計
画
が
定
め
ら
れ
て
お

り
、
か
つ
、
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
を
撤
去
し
た
後
に
跡
地
の
整
理

を
適
切
に
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

⑶
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
に
係
る
土
地
の
形
状
を
変
更
す
る
規
模
が

必
要
最
小
限
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

 

⑷
 
野
生
動
植
物
の
生
息
又
は
生
育
上
そ
の
他
の
風
致
又
は
景
観
の
維

持
上
重
大
な
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

⑸
 
第
一
種
特
別
地
域
等
内
で
行
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

同
一
敷
地
内
の
太
陽
光
発
電
施
設
の
地
上
部
分
の
水
平
投
影
面
積
の

和
が
２
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
つ
て
、
学
術
研
究
そ
の

他
公
益
上
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
申
請
に
係
る
場
所
以
外
の
場
所
に

お
い
て
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る

太
陽
光
発
電
施
設
の
新
築
、
改
築
又
は
増
築
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

⑹
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
が
主
要
な
展
望
地
か
ら
展
望
す
る
場
合
の

著
し
い
妨
げ
に
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
⑸
た
だ
し

書
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

 

⑺
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
が
山
稜
線
を
分
断
す
る
等
眺
望
の
対
象
に

 

 



                                
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
八
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

                              

 
 
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、
⑸
た
だ
し
書

 

 
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

 

⑻
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
の
水
平
投
影
外
周
線
で
囲
ま
れ
る
土
地
の

勾
配
が
３
０
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、

同
一
敷
地
内
の
太
陽
光
発
電
施
設
の
地
上
部
分
の
水
平
投
影
面
積
の

和
が
２
，
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
で
あ
つ
て
、
次
に
掲
げ
る
基

準
の
い
ず
れ
か
に
適
合
す
る
太
陽
光
発
電
施
設
の
新
築
、
改
築
又
は

増
築
に
あ
つ
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

 

 
ア

 
学
術
研
究
そ
の
他
公
益
上
必
要
で
あ
り
、
か
つ
、
申
請
に
係
る

場
所
以
外
の
場
所
に
お
い
て
は
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

 

 
イ

 
地
域
住
民
の
日
常
生
活
の
維
持
の
た
め
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る

こ
と
。

 

 
ウ

 
農
林
漁
業
に
付
随
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

 

⑼
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
の
地
上
部
分
の
水
平
投
影
外
周
線
が
、
公

園
事
業
道
路
等
の
路
肩
か
ら
２
０
メ
ー
ト
ル
以
上
、
そ
れ
以
外
の
道

路
の
路
肩
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
⑻

た
だ
し
書
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の

限
り
で
な
い
。

 

⑽
 
当
該
太
陽
光
発
電
施
設
の
地
上
部
分
の
水
平
投
影
外
周
線
が
敷
地

境
界
線
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
て
い
る
こ
と
。
た
だ
し
、
⑻
た

だ
し
書
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

 

⑾
 
支
障
木
の
伐
採
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
⑻
た
だ
し
書
に

規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
 

⑿
 
自
然
草
地
等
内
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
な
い
こ
と
。
た
だ
し
、

⑻
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
行
為
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

 

⒀
 
当
該
行
為
に
よ
る
土
砂
及
び
汚
濁
水
の
流
出
の
お
そ
れ
が
な
い
こ

と
。

 

 

1
2
 



（
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
別
表
第
一
の
二
第
一
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
さ
れ
る
許
可

の
申
請
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
さ
れ
た
許
可
の
申
請
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に

よ
る
。 

３ 

平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
新
築
、
改
築
又
は
増
築
に
着
手
さ
れ
る
太
陽
光
発

電
施
設
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
の
第
十
八
条
第
九
号
の
規
定
は
、
適
用
し
な
い
。 


